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近代
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●

●
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小樽 56

稚内 9

岩見沢 27

夕張 16札幌 11

倶知安 11

太櫓
真狩 16

明
治
中
期

柴
山
潟
に
隣
接
す
る
三
〇
〇

戸
ほ
ど
の
「
農
漁
村
」
串
村
か
ら

一
四
〇

戸
も
の
人
達
が
北
海
道
に
移
住
し
て
い
る

こ
う
げ
ん
じ

明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
同
村
光
玄
寺

ち
じ

う

住
職
の
伯
父
佐
竹
智
誠
が
十
数
名
の
門
徒

に
し
ん

お

を
引
き
連
れ
鰊
漁
で
沸
き
返
る
北
海
道
渡

し
ま

ふ
と
ろ

島
半
島
太
櫓
海
岸
（
現
せ
た
な
町
）
に
移
住

し
た

智
誠
は
浄
土
真
宗
大
谷
派
説
教
場
を

設
立

同
二
十
九
年
に
光
玄
寺
の
寺
号
公
称

が
認
可
さ
れ

住
民
の
信
仰
を
集
め
た

以

来
故
郷
の
串
町
で
は
智
誠
の
存
在
は
忘
れ
去

ら
れ
て
い
た
が

昭
和
四
十
四
年
（
一
九
六

九
）北
海
道
士
別
市
勝
福
寺
の
柳
沢
昭
氏（
串

町
光
玄
寺
佐
竹
円
祐
前
住
職
の
弟
）
が
太
櫓
の

報
恩
講
に
派
遣
さ
れ
た
こ
と
か
ら

両
寺
の

関
係
が
判
明
し

以
後
交
流
が
続
い
て
い
る

北
海
道への
移
民
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光玄寺（手前右）と太櫓海岸（平成21年8月撮影）

明治～大正期における串村からの主な移住地と移住者数（『串町史』により作成）
市内からの集団移民は新丸村などほかにもあるが、本項では串村に焦点を当て
て紹介。

佐竹智誠が串から持ち込んだと伝えられる阿弥陀如来
像（像高67cm）
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明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
手
取
川
の

大
洪
水
に
よ
り
能
美
郡
各
村
は
大
き
な
被
害

を
受
け
た

同
三
十
一
年
串
村
の
中
島
一

郎
・
長
野
村
牛
島
（
現
能
美
市
）
の
八
反
田

角
一
郎
を
中
心
と
す
る
「
加
賀
団
体
」
三
二

戸
が
組
織
さ
れ
富
山
県
伏
木
港
か
ら
渡
道

あ
ぶ
た
ぐ
ん
し
も
そ

す

け

く

ち

ん

ひ

ら

ふ

虻
田
郡
下
曽
寿
慶
（
現
倶
知
安
町
比
羅
夫
）
によう

入
植
し
た
「
蝦
夷
富
士
」
と
称
さ
れ
る
羊

て
い
さ
ん

蹄
山
西
斜
面
の
原
野
を
北
海
道
庁
か
ら
借
り

受
け
開
墾
を
開
始

同

三
十
四
年
貸
付
地
全
て

の
開
墾
が
成
功
し

各

戸
五
町
歩
ず
つ
の
土
地

を
付
与
さ
れ
た

同
三

十
九
年
北
海
道
庁
が
刊

行
し
た
『
移
住
者
成
績

調
査
第
一
編
』
で
は

加
賀
団
体
を
著
し
い
成

功
事
例
と
し
て
大
き
く

紹
介
し
て
い
る

羊
蹄
山
麓
入
植
七
〇

周
年
に
当
た
る
昭
和
四

十
三
年
（
一
九
六
八
）

厳
し
い
自
然
環
境
の
な

か
で
入
植
者
の
心
の
拠
り
所
と
な

て
き
た

え
ん
ゆ
う
じ

浄
土
真
宗
大
谷
派
円
融
寺
の
門
前
に

入
植

者
全
員
の
名
を
刻
ん
だ
「
崇
徳
碑
」
が
建
立

さ
れ

顕
彰
の
営
み
が
続
け
ら
れ
て
い
る

入
植
者
の
多
く
は
米
作
適
地
を
求
め
て
近
隣

平
野
部
に
移
転
し
た
が

比
羅
夫
地
区
で
は

二
〇
軒
余
の
農
家
が
明
治
の
開
拓
地
を
引
き

継
ぎ

火
山
灰
地
に
適
し
た
じ

が
い
も
の

栽
培
を
行

て
い
る

（
新
本
欣
悟
）
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『移住者成績調査』（昭和39　年刊）

羊蹄山の山麓に広がる開拓地（上）
畑の彼方にはニセコアンヌプリがそびえる（下）

「加賀團體」の項目の中で、「移住の当時、非常に困難せしも、能く忍耐事業に勉励し、能く団結の実を挙げ、労苦を厭わず、節約家業の
隆盛を計れるは、稀に見る良成績なり」とある。

いとだんたい


